
すべての音色が調和するとき　世界はきっといまより美しい

上映
＆

講演会

12/12 13:00～

入場
  無料

● 主催 | 横浜市障害者社会参加推進センター／横浜市健康福祉局
● 協力 | 公益社団法人横浜市身体障害者団体連合会 /横浜市心身障害児者を守る会連盟/
 NPO法人横浜市精神障害者家族連合会 /横浜断酒新生会

〒222-0035  横浜市港北区鳥山町1752  障害者スポーツ文化センター横浜ラポール3階 浜身連内

TEL 045-475-2060  FAX 045-475-2064

【問い合わせ先】横浜市障害者社会参加推進センター

● 会場｜横浜ラポール
  ラポールシアター
●会場｜横浜ラポ
  ラポールシアアタ
 住　　所▶横浜市港北区鳥山町1752  障害者スポーツ
 文化センター  横浜ラポール 1階
 アクセス▶新横浜駅より徒歩 15分
　　　　　　 （新横浜駅より無料送迎バスあり）

 文化センター  横浜ラポール 1階
 アクセスアクセス▶▶新横新横浜駅より徒歩 15分
　　　　　　 （新横
● 開場｜12 : 00  ● 開演｜13 : 00

横浜駅より徒歩 15分横浜駅より徒歩 15分
横浜駅より無料送迎ババスあスあり）

: 00 ●開演｜13 : 00
● 終演｜16 : 30

当日先着
300名

ポポールル
ルシアアター

土

　「障害者週間」とは、国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深め
るとともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的として、従来の「障害者の日」（12月9日）に
かわるものとして平成16年に設定されました。
　「障害者週間」の期間は、毎年12月3日から9日までの1週間です。

土

～障害者週間啓発事業～～障害者週間啓発事業～

案内図



INCLUSION＝包み込む社会のこと。長崎県の通称コロニー雲仙では、

知的障がいのある人々が、コンクリート建ての立派な施設ではなく、ごく普

通の地域社会で、周囲の協力を得ながら自立して暮らしている。この映画

の主人公はここで暮らす「瑞宝太鼓」のメンバー。リハビリ的なクラブ活動

として始めたものの、ひたむきな練習で今やプロとなった和太鼓奏者たち

だ。本作はこれまで『able』『Host Town』『Believe』で知的障がいがあ

る人をみつめてきた製作総指揮・細川佳代子と監督小栗謙一による第4

弾。カメラはこれまで以上に、日々 の普通の暮らしをすくいとる。普通の日常

が呼び起こす大きな感動。彼らが普通を手にするまでの長い道のり。そこ

ではメンバーやその家族や恋人、かつて息子と別れ、辛い日々 を送った母

親までもが、ありのままの姿でカメラの前に立ち、自分が生きてきた道、その

社会について語っている。

●プロフィール

日本大学芸術学部映画学科卒業1969年より、映画監督 中平 康氏に師事。

「闇の中の魑魅魍魎」から「変奏曲」等、中平監督の助監督を務める。他に家城

己代治監督作品「恋は緑の風の中」、深作欣二作品などの助監督を経て独立。

1981年、株式会社ディレクターズシステムを設立。

著書に「ドキュメンタリーを作るということ」、「ビリーブ」がある。

講師／映画監督
 お ぐり けんいち

小栗  謙一

障害者週間
啓発事業


